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２
０
０
４
年
12
月
26
日
、
ア
チ

ェ
州
西
岸
沖
で
地
震
・
津
波
が
発

生
し
た
。
巨
大
な
津
波
は
マ
レ
ー

シ
ア
や
タ
イ
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
洋

を
越
え
、
イ
ン
ド
や
東
ア
フ

リ
カ
ま
で
及
び
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　

震
源
に
面
し
た
西
岸
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
当

時
、
携
帯
電
話
は
普
及
し
て

い
た
が
、
ア
チ
ェ
各
地
へ
の

連
絡
は
取
れ
な
く
な
り
、
ま

し
て
や
西
岸
の
様
子
は
ま
っ

た
く
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
時
、
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
な
い
、
と
買
っ
た

ば
か
り
の
セ
ス
ナ
機
に
乗
り

込
み
、
西
岸
の
ム
ラ
ボ
や
シ

ム
ル
島
に
初
め
て
到
達
し
た

夫
妻
が
い
た
。
そ
れ
が
ス

シ
・
プ
ジ
ア
ス
ト
ゥ

テ
ィ
海
洋
水
産
相
と

ド
イ
ツ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
さ
ん
だ

っ
た
。
壊
滅
し
た
現
場
の

状
況
を
報
告
し
、
自
ら
物

資
輸
送
に
着
手
し
た
。
「
着
陸
で

き
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
ス
シ
氏
は
当
時
を
回
想
し

て
い
る
。

　

ス
シ
氏
は
こ
の
年
、
ス

シ
・
エ
ア
を
設
立
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ア
チ
ェ
な
ど

ス
マ
ト
ラ
島
か
ら
パ
プ
ア
ま

で
、
小
型
機
を
中
心
に
飛
ば

し
て
航
空
会
社
と
し
て
成

長
。
こ
れ
を
利
用
し
た
海
産

物
直
送
な
ど
の
「
武
勇
伝
」

は
数
多
い
。

　

記
者
は
15
日
、
復
興
を

進
め
て
き
た
ム
ラ
ボ
に
入

っ
た
。
北
ス
マ
ト
ラ
州
メ
ダ

ン
か
ら
毎
日
運
航
し
て
い
る

ウ
ィ
ン
グ
ス
エ
ア
機
は
80
人

乗
り
だ
っ
た
。
ス
シ
・
エ
ア

も
健
在
で
、
な
か
な
か
席
を

確
保
で
き
な
い
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
と
い
う
。
津
波
か
ら
10

年
。
西
岸
一
帯
を
は
じ
め
と
す
る

ア
チ
ェ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
。
近
く
報
告
し
た
い
。

（
蓜
島
克
彦
）

アチェ西岸へは小型機で
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ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
に
よ
る
と

15
日
は
前
日
比
１
・
98
％
下
落

し
、
１
万
２
７
１
３
ル
ピ
ア
と

な
っ
た
。
中
銀
発
表
の
対
ド
ル

の
銀
行
間
取
引
参
照
レ
ー
ト
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
は
、
同
日
１
・
34

％
ル
ピ
ア
安
の
１
万
２
５
９
９

ル
ピ
ア
。
国
内
企
業
の
年
末
の

ド
ル
決
済
に
よ
る
ド
ル
需
要
が

依
然
と
し
て
高
い
ほ
か
、
米
国

の
景
気
回
復
、
経
常
赤
字
な
ど

が
ル
ピ
ア
売
り
の
要
因
に
な
っ

　

ル
ピ
ア
は
15
日
、
ド
ル
に
対
し
て
下
落
し
、
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
以
来
16
年
ぶ
り
の
安
値
と
な
っ
た
。
４
月
に
付
け
た
今

年
最
高
値
か
ら
約
11
％
下
落
。
原
料
を
輸
入
に
頼
る
日
系
製

造
企
業
は
コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
。

（
堀
之
内
健
史
、
佐
藤
拓
也
、
７
面
に
関
連
）

ルピア、16年ぶり安値
１
万
2700
台
、見
方
分
か
れ
る

輸
入
依
存
は
コ
ス
ト
増

世
界
の
通
貨
の
中
で
下
落
幅
は

ル
ピ
ア
が
突
出
し
て
お
り
「
通

貨
危
機
」
も
指
摘
さ
れ
た
が
、

今
回
は
世
界
的
な
ド
ル
高
に
伴

う
も
の
で
、
他
の
通
貨
も
ド
ル

に
対
し
て
下
落
し
て
い
る
。
米

国
の
景
気
回
復
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
輸
出
産
業
に
と
っ
て
は
プ

　

プ
ラ
セ
ト
ヨ
検
事
総
長
は
15

日
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
、

法
務
当
局
が
年
内
に
死
刑
囚
５

人
の
刑
を
執
行
す
る
と
明
ら
か

に
し
た
。
す
で
に
ヤ
ソ
ナ
・
ハ

モ
ナ
ン
ガ
ン
・
ラ
オ
リ
法
務
人

権
相
が
文
書
に
署
名
し
て
い
る

と
い
う
。
執
行
さ
れ
れ
ば
ジ
ョ

ラ
ス
に
な
る
と
し
て
、
楽
観
的

な
見
方
も
あ
る
。

　

投
資
調
整
庁
（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
）

の
フ
ラ
ン
キ
ー
・
シ
バ
ラ
ニ
長

官
は
15
日
、
「
ル
ピ
ア
安
は
海

外
か
ら
の
投
資
に
影
響
を
与
え

な
い
」
と
述
べ
た
。
同
長
官
に

よ
る
と
依
然
と
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
海
外
投
資
家
か
ら
の
関

心
は
高
い
と
い
う
。
来
年
か
ら

は
新
政
権
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
へ

の
大
規
模
な
投
資
が
始
ま
る
ほ

か
、
投
資
手
続
き
の
簡
素
化
で

伸
び
率
を
維
持
で
き
る
と
見
て

い
る
。

　

原
料
の
３
割
を
輸
入
に
頼
る

日
系
食
品
メ
ー
カ
ー
幹
部
は

「
燃
料
値
上
げ
や
最
低
賃
金
の

上
昇
に
加
え
、
ル
ピ
ア
安
で
調

達
コ
ス
ト
は
大
幅
に
上
が
る
た

め
、
製
品
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
、
値
上
げ
幅
を
検

討
中
と
い
う
。
ル
ピ
ア
安
が
続

け
ば
消
費
財
を
は
じ
め
広
範
囲

な
値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
成
長

を
け
ん
引
す
る
個
人
消
費
を
冷

え
込
ま
せ
る
懸
念
も
あ
る
。

て
い
る
。  

　

ド
ル
決
済
は
今
週
が
ピ
ー
ク

で
、
年
末
に
向
か
う
に
つ
れ
て

ド
ル
需
要
が
縮
小
す
る
と
み
ら

れ
る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
は
専
門

家
の
見
解
と
し
て
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

（
基
礎
的
条
件
）
を
み
る
と
、

１
ド
ル
１
万
２
０
０
０
〜
１
万

２
２
０
０
ル
ピ
ア
あ
た
り
が
妥

当
」
と
し
て
現
在
は
適
正
値
を

下
回
っ
て
い
る
と
指
摘
。
来
週

以
降
は
適
正
値
に
戻
っ
て
い
く

と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
来
の
ル

ピ
ア
安
だ
が
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
の
林

哲
久
副
支
店
長
は
ル
ピ
ア
安
圧

力
は
さ
ら
に
加
速
す
る
と
指

摘
。
昨
年
の
燃
料
値
上
げ
時
に

ル
ピ
ア
が
２
割
安
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
１
万
３
千
〜
１
万

５
千
ル
ピ
ア
台
に
下
が
る
可
能

性
も
あ
る
」
と
話
し
た
。

　

昨
年
の
ル
ピ
ア
急
落
で
は
、

　

雨
期
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
各
地
で
水
門
や
道

路
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
こ

の
う
ち
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
チ

リ
ウ
ン
川
の
マ
ン
ガ
ラ
イ
水
門

を
管
理
す
る
担
当
者
は
こ
の
ほ

ど
、
同
水
門
を
２
ゲ
ー
ト
か
ら

３
ゲ
ー
ト
に
す
る
増
築
工
事
が

90
％
終
了
し
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
来
年
初
め
に
も
稼
働
す
る

予
定
。

　

増
築
で
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の

ゲ
ー
ト
で
放
水
し
て
い
た
流
量

（
毎
秒
３
３
０
立
方
メ
ー
ト

ル
）
の
約
１
・
５
倍
の
毎
秒
約

５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
池
に

流
し
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
タ

ナ
ア
バ
ン
周
辺
の
洪
水
を
減
ら

せ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

工事中のマンガライ水門＝アンタラ通信

　

中
部
ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ジ
ャ
ル

ヌ
ガ
ラ
県
サ
ン
パ
ン
村
で
12
日

に
起
き
た
地
滑
り
で
、
国
家
防

災
庁
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
は
15
日
、

確
認
さ
れ
た
死
者
は
51
人
、
行

方
不
明
者
は
57
人
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。

　

死
亡
し
た
43
人
の
身
元
も
特

定
し
た
。
当
初
約
１
０
０
戸
と

み
ら
れ
て
い
た
被
災
住
宅
は
約

35
戸
だ
っ
た
こ
と
も
新
た
に
判

明
。
水
田
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
埋

ま
り
、
河
川
沿
い
は
下
流
１
キ

ロ
に
わ
た
り
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
と
い
う
。
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
即

応
チ
ー
ム
や
地
元
防
災
局
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
赤
十
字
、
軍
、
警

察
な
ど
２
千
人
規
模
の
捜
索
が

続
い
て
い
る
。

■
生
存
者「
首
ま
で
埋
ま
っ
た
」

　

一
方
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
は
生

存
者
の
証
言
な
ど
で
地
滑
り
の

生
々
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　

国
営
ア
ン
タ
ラ
通
信
に
よ
る

と
、
12
日
深
夜
か
ら
13
日
未
明

に
か
け
て
救
助
さ
れ
た
ワ
ワ
ン

さ
ん
（
20
）
は
兄
弟
と
と
も
に

祖
母
の
家
に
い
た
と
こ
ろ
被

災
。
土
砂
が
崩
れ
る
音
が
聞
こ

え
、
慌
て
て
屋
外
に
飛
び
出
し

た
。
家
は
土
砂
に
飲
み
込
ま

れ
、
ワ
ワ
ン
さ
ん
自
身
も
首
ま

で
泥
に
埋
ま
り
、
８
時
間
後
に

救
助
さ
れ
た
。
兄
弟
１
人
や
祖

母
、
曾
祖
父
母
、
叔
父
の
５
人

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
パ
ル
ノ
さ
ん
（
39
）

死
者
51
人
に  

被
災
住
宅
35
戸

中
部
ジ
ャ
ワ
地
滑
り  

2000
人
で
捜
索
続
く

の
証
言
に
よ
る
と
、
パ
ル
ノ
さ

ん
は
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
14
人
と

と
も
に
移
動
中
、
流
れ
て
き
た

土
砂
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ご

と
谷
間
に
転
落
し
た
。
14
人
の

う
ち
、
９
人
が
死
亡
し
た
と
い

う
。
土
砂
の
押
し
寄
せ
る
ス
ピ

ー
ド
が
速
く
、
逃
げ
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
ア
ホ

ッ
ク
知
事
は
14
日
、
月
内
を
目

標
に
州
職
員
の
管
理
職
２
千
人

を
一
般
職
員
に
降
格
、
逆
に
一

般
職
員
を
昇
格
さ
せ
る
考
え
を

示
し
た
。
今
後
３
カ
月
ご
と
に

ポ
ス
ト
を
見
直
し
、
管
理
職
を

厳
選
す
る
方
針
だ
。
地
元
メ
デ

ィ
ア
が
報
じ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
務
員
に

は
「
エ
セ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

階
層
制
度
が
あ
り
、
入
庁
時
に

決
め
ら
れ
た
階
層
に
従
っ
て
昇

進
す
る
。
経
営
者
出
身
の
ア
ホ

ッ
ク
氏
は
こ
の
制
度
を
「
管
理

職
に
競
争
力
の
な
い
人
が
座
っ

て
も
、
降
格
さ
れ
ず
、
同
レ
ベ

ル
の
別
の
管
理
職
に
移
る
だ

け
」
と
批
判
。
「
２
千
人
を
降

格
し
、
新
し
い
人
に
す
る
」
と

し
て
、
階
層
分
け
さ
れ
て
い
る

昇
進
体
系
を
、
根
本
的
に
改
変

す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

州
政
府
に
は
７
万
２
千
人
の

職
員
が
お
り
、
う
ち
６
千
人
が

管
理
職
。
今
後
一
般
職
員
も
試

験
・
評
価
で
管
理
職
に
昇
進
可

能
に
す
る
と
い
う
。

　

ア
ホ
ッ
ク
氏
は
10
月
に
は
管

理
職
２
〜
４
の
ポ
ス
ト
を
公
開

募
集
し
、
競
争
を
促
し
縁
故
・

民
族
・
宗
教
に
絡
ん
だ
昇
進
を

防
ぐ
こ
と
を
表
明
し
、
公
務
員

の
解
職
を
容
易
に
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ—

ア
ホ
ッ
ク
州

政
下
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の

人
事
管
理
が
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
職
員
試
験
の
応
募
者
が
昨

年
の
４
万
人
か
ら
今
年
は
９
１

３
１
人
と
４
分
の
１
に
減
っ

た
。　

　

バ
ン
バ
ン
・
ブ
ロ
ジ
ョ
ネ
ゴ

ロ
財
相
は
15
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
訪
問
し
た
。
同
国
の
タ
ー

マ
ン
・
シ
ャ
ン
ム
ガ
ラ
ト
ナ
ム

副
首
相
兼
財
務
相
と
会
談
し
、

富
裕
層
に
よ
る
相
手
国
へ
の
投

資
や
貯
蓄
の
デ
ー
タ
交
換
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
側
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

富
裕
層
に
よ
る
貯
蓄
や
投
資
額

が
ど
の
程
度
に
上
っ
て
い
る
の

か
、
デ
ー
タ
を
求
め
る
方
針
。

同
様
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が

ど
の
く
ら
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

貯
蓄
・
投
資
し
て
い
る
か
デ
ー

タ
提
出
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
側
に

申
し
出
る
意
向
だ
。

　

海
外
に
投
資
し
て
い
る
富
裕

層
か
ら
の
適
切
な
徴
税
が
目

的
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
今
後
５

年
内
に
、
税
収
を
対
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
16
％
に
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

バ
ン
バ
ン
財
相
に
よ
る
と
、

提
携
国
間
の
投
資
に
関
す
る
デ

ー
タ
交
換
は
、
２
０
１
３
年
に

ロ
シ
ア
で
開
か
れ
た
主
要
20

カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
財
相
会

議
で
決
ま
っ
た
「
情
報
交
換
に

関
す
る
合
意
」
に
基
づ
い
た
措

置
。

投
資
家
情
報
を
交
換
へ

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と  

徴
税
目
的
で
バ
ン
バ
ン
財
相 　私は、トランペットと

出会って今年で三年目に
なる。
　トランペットとの出会いは四年生
のころ、日本で吹奏楽部に入って、
初めて色々な楽器を見た時、私はト
ロンボーンをやってみたいと思っ
た。理由は、トロンボーンだけピス
トンではなくスライドで。音を調節
するからだ。
　しかし、私がなった楽器はトラン
ペット。私がやりたくなかった楽器
まではいかないが、少し残念だった
その理由は、二つあり、一つ目はト
ランペットはメロディ―ラインが多
く、間違えたら目立ちそうだから。
二つ目は姉と同じ楽器だったから
だ。しかも、みんなトランペットの
色が銀なのに私だけ金だった。一人
だけ違う色だと目立ちそうだし、一
人だけ仲間はずれみたいな感じだっ
た。
　そんなときから三年たった今。私
は、トランペットを、とても楽しく
吹いている。メロディーが多い為、
曲の良さがすぐに伝わってくる事、
元々音が大きい楽器だから、強弱が
大きく表せるという良い事も見つか
った。これからも、もっと良さを見
つけながらトランペットを続けてい
きたい。

▼スクールバスを借ります
　17日からタムリン通りとメダン・
ムルデカバラット通りの二輪車通
行を禁止するのに合わせ、ジャカ
ルタ特別州政府は他の地区で使用
しているスクールバス30台を借用
する。代替交通機関として運行す
る２階建てバスの調達が現時点で
５台と遅れているための措置。来
年初頭には２階建てを70台まで増
やし、スクールバスは返却すると
している。  （ブリタジャカルタ）
▼海藻も収穫できます
　海洋水産省養殖局は海藻の生産量
が増加傾向にあると明らかにした。
国営アンタラ通信が報じた。スジャ
クト・スラメット局長によると、
2012年から13年の海藻の収穫量は約
300万トン増加の928万トンだったと
いう。今後も輸出や消費の拡大が見
込まれているという。（アンタラ）
▼トラの保護を話し合う
　西ジャワ州ボゴールでこのほど、
絶滅危惧種のスマトラトラなどの保
護を話し合う「インドネシア・タイ
ガー・カンファレンス2014」が開か
れた。環境省や自然保護団体などか
ら約350人が参加し、生物保護につ
いて話し合った。同会の発表による
と、スマトラトラは2007年までの30
年間で約700頭減少しているとみら
れる。
      （モンガベイ・インドネシア）
▼国境越えて大学協定
　アチェ州バンダアチェのウディ
ヤ・インドネシア大学（ＵＵＩ）の
学長がドバイを訪問し、このほどド
バイのアルグレア大学と協力関係を
結んだ。交換留学生の派遣や就職支
援などするとみられる。両大はマレ
ーシア、タイ、シンガポールなどで
も研修事業などを共同で進めるとし
ている。
        （スランビ・インドネシア）

みなみ十字・第45号（2013年度）

トランペットとの出会い
小学部６年２組

吉田　望未

株　価

為　替
三菱東京UFJ銀T.T.B

10,000円＝1,027,700ルピア

 （15日終値、前週末比19,800ルピア安）

1ドル＝12,250ルピア

 （同、160ルピア安）

両替商調べ

10,000円＝1,071,000ルピア

1ドル＝12,665ルピア

インドネシ ア証券取引所株価指数

＝5108.432
（15日終値、前週末比52.001ポイント▼）

が
、
関
係
者
に
よ
る
抗
議
な
ど

を
避
け
る
た
め
、
最
終
的
な
執

行
施
設
は
ま
だ
公
表
で
き
な
い

と
い
う
。

　

二
つ
の
人
権
団
体
幹
部
で
つ

く
る
「
死
刑
撲
滅
連
合
」
は
15

日
、
記
者
会
見
を
開
き
、
執
行

に
反
対
す
る
声
明
を
出
し
た
。

　

連
合
は
、
憲
法
に
は
生
き
る

権
利
を
政
府
が
保
障
す
べ
き
だ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
主
張
。

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
は
死
刑
囚
64
人

が
出
し
た
減
刑
な
ど
の
恩
赦
請

求
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
大
統

領
選
中
に
訴
え
て
い
た
「
人
権

擁
護
の
強
化
」
に
反
し
て
い
る

と
非
難
し
た
。
ま
た
、
麻
薬
密

売
を
理
由
と
し
た
死
刑
は
「
国

連
も
不
適
切
な
量
刑
だ
と
指
摘

し
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

年
内
に
５
人
死
刑
執
行

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
で
初

　

国
内
最
大
手
国
営
マ
ン
デ
ィ

リ
銀
の
グ
ナ
デ
ィ
・
サ
デ
ィ
キ

ン
頭
取
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
富
裕
層
に
よ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
貯
蓄
額
は
推
定

計
４
千
兆
ル
ピ
ア
（
約
40
兆

円
）
。
こ
れ
ら
を
適
切
に
把
握

す
れ
ば
、
自
国
の
税
収
増
に
貢

献
で
き
る
ほ
か
、
富
裕
層
に
国

債
購
入
を
促
し
鉄
道
、
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
資
金
に
活

用
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

米
上
院
が
中
央
情
報
局
（
Ｃ

Ｉ
Ａ
）
に
よ
る
テ
ロ
容
疑
者
へ

の
過
酷
な
拷
問
に
関
す
る
報
告

書
を
、
発
表
し
た
こ
と
を
機

に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
１
９
６

５
年
か
ら
66
年
に
か
け
て
共
産

党
支
持
者
と
さ
れ
た
市
民
が
虐

殺
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
記

録
公
開
や
真
相
究
明
を
求
め
る

声
が
国
内
外
で
上
が
っ
て
い

る
。

　

米
上
院
の
ト
ム
・
ウ
ダ
ル
議

員
（
民
主
党
）
は
報
告
書
公
開

の
翌
日
の
10
日
、
共
産
党
シ
ン

パ
虐
殺
に
つ
い
て
、
米
国
政
府

が
保
管
し
て
い
る
文
書
の
公
開

を
米
国
政
府
に
要
求
。
米
人
権

団
体
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ウ

ォ
ッ
チ
（
Ｈ
Ｒ
Ｗ
）
の
ア
ジ
ア

部
副
部
長
フ
ェ
リ
ム
・
カ
イ
ン

氏
は
「
米
上
院
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
つ

い
て
の
詳
細
な
報
告
書
を
公
表

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
会
も
同
様
に
、
20
世

紀
で
最
悪
の
虐
殺
の
一
つ
で
あ

る
（
共
産
党
シ
ン
パ
）
虐
殺
の

詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
る
は
ず

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
も
、

歴
史
家
の
Ｊ
Ｊ
リ
ザ
ル
氏
ら
が

イ
政
府
に
機
密
書
類
の
公
開
を

要
望
。
リ
ザ
ル
氏
は
英
字
紙
ジ

ャ
カ
ル
タ
ポ
ス
ト
に
「
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
事
件
が
起
き
た
の

か
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
誰
も
気

付
か
な
い
ま
ま
今
後
も
同
じ
こ

と
が
起
こ
り
得
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

　

共
産
党
シ
ン
パ
虐
殺
事
件
は

65
年
９
月
に
起
き
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
産
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｉ
）
系
将

校
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
と

さ
れ
る
「
９
月
30
日
事
件
」
を

き
っ
か
け
に
、
全
国
で
「
赤
狩

り
」
が
始
ま
り
、
Ｐ
Ｋ
Ｉ
党
員

や
シ
ン
パ
と
み
な
さ
れ
た
50
万

人
以
上
が
虐
殺
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

今年の銀行間取引参照レート
（ＪＩＳＤＯＲ）の推移

１万3000

１万2500

１万2000

１万1500

１万1000
３月 ５月 ７月 ９月 11月

コ
ウ
ィ
政
権
下
で
初
め
て
。

　

今
回
の
死
刑
確
定
囚
の
中
に

は
、
殺
人
犯
な
ど
の
ほ
か
、
麻

薬
密
売
の
主
犯
格
の
男
も
含
ま

れ
る
。
ユ
ド
ヨ
ノ
前
政
権
下
で

は
２
０
１
３
年
に
５
年
ぶ
り
に

再
開
、
同
年
中
に
少
な
く
と
も

２
回
執
行
さ
れ
た
。

　

検
事
総
長
は
先
週
、
ラ
オ
リ

法
務
人
権
相
と
中
部
ジ
ャ
ワ
州

チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
の
ヌ
サ
カ
ン
バ

ン
ガ
ン
島
刑
務
所
を
訪
問
。

「
（
刑
執
行
に
は
）
適
当
な
場

所
の
一
つ
」
と
述
べ
て
い
た

昇
進
体
系
を
改
革

管
理
職
2000
人
を
降
格

首
都
で
月
内
に
も

マ
ン
ガ
ラ
イ
水
門
の
増
築

来
年
は
じ
め
完
成

記
録
公
開
求
め
る
声
上
が
る

共
産
党
虐
殺
め
ぐ
り
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　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ル
ピ
ア
が
、

遂
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来

の
１
万
２
５
０
０
ル
ピ
ア
を
抜

け
た
。
こ
こ
か
ら
、
ル
ピ
ア
の

通
貨
調
整
が
始
ま
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
世
界
的
な
ド
ル
高
の

影
響
も
あ
っ
て
か
、
ル
ピ
ア
の

下
落
の
幅
が
む
し
ろ
小
幅
に
止

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市

場
に
ル
ピ
ア
安
へ
の
危
機
感
が

小
さ
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
、
円
安
の
影
響
も
あ
っ

て
、
日
本
の
投
資
家
の
ル
ピ
ア

資
産
は
高
水
準
に
止
ま
っ
て
い

る
。　昨

年
の
ル
ピ
ア
安
の
最
大
の

要
因
は
、
中
銀
が
、
為
替
の
イ

ン
タ
ー
バ
ン
ク
取
引
を
禁
止
す

る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
こ
と

で
、
市
場
の
流
動
性
が
い
っ
き

に
枯
渇
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
今

年
は
そ
う
し
た
流
動
性
の
問
題

は
生
じ
て
い
な
い
も
の
の
、
過

去
15
年
以
上
抜
け
て
い
な
い
大

き
な
チ
ャ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
が
遂

に
、
打
ち
破
ら
れ
た
と
い
う
急

迫
感
が
希
薄
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
今
ま
で
、
ル
ピ
ア

安
が
小
幅
に
止
ま
っ
て
い
た
の

は
、
中
銀
の
ル
ピ
ア
買
い
介
入

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
中
央
銀

行
の
外
貨
準
備
高
を
比
較
す
る

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
月
間
の

輸
入
金
額
の
6
カ
月
分
し
か
保

有
し
て
お
ら
ず
、
通
貨
売
り
圧

力
へ
の
対
応
能
力
は
、
極
め
て

低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
中
銀
の
ル
ピ
ア
買

い
介
入
の
手
が
緩
ん
だ
途
端
、

一
気
に
ル
ピ
ア
安
が
進
ち
ょ
く

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。　ま

た
、
先
月
の
米
国
の
雇
用

統
計
が
極
め
て
強
い
数
字
で
あ

っ
た
た
め
、
米
国
の
利
上
げ
時

期
が
来
年
初
に
早
ま
る
リ
ス
ク

に
も
、
注
意
が
必
要
だ
。
そ
の

一
方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ

ン
フ
レ
率
は
、
来
月
に
８
％
近

く
ま
で
、
一
段
と
上
昇
す
る
過

程
に
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中

銀
は
、
今
後
の
米
国
の
利
上
げ

に
備
え
て
、
更
な
る
金
融
引
き

締
め
も
辞
さ
ず
と
の
姿
勢
を
示

し
て
い
る
が
、
今
年
第
４
四
半

期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
、
４
％

台
ま
で
低
下
が
予
測
さ
れ
る

中
、
い
つ
ま
で
金
融
引
き
締
め

政
策
を
継
続
で
き
る
の
か
、
は

な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

　Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
ル
ピ
ア
相
場
維
持

の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
結

果
、
通
貨
価
値
維
持
を
放
棄
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
る
局
面
が
早

晩
や
っ
て
く
る
も
の
と
予
測
す

る
。
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
副
支
店
長
）

ルピア安の危機感薄い
金融引き締め策に限界

　あ
る
日
系
日
用
品
メ
ー
カ
ー
は

原
料
の
２
割
を
ド
ル
建
て
で
調
達

し
て
い
る
。
同
社
幹
部
は
「
ル
ピ

ア
安
、
賃
上
げ
な
ど
の
影
響
で
来

年
の
販
売
価
格
は
例
年
の
値
上
げ

幅
よ
り
高
く
な
る
」
と
語
っ
た
。

　毎
年
３
〜
５
％
ほ
ど
、
商
品
価

格
を
値
上
げ
し
て
い
た
が
、
今
の

状
況
が
続
け
ば
２
倍
の
10
％
前
後

の
値
上
げ
に
な
る
と
見
込
む
。
ま

た
、
ル
ピ
ア
レ
ー
ト
に
つ
い
て

「
来
年
は
１
ド
ル
１
万
２
５
０
０

ル
ピ
ア
の
相
場
を
見
込
ん
で
い

る
。
そ
れ
以
上
の
ル
ピ
ア
安
は
事

　り
そ
な
プ
ル
ダ
ニ
ア
銀
行
は

15
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
カ
ラ
ワ
ン

県
の
ス
ル
ヤ
チ
プ
タ
工
業
団
地

に
送
金
や
振
り
込
み
、
為
替
決

済
が
可
能
な
出
張
所
（
サ
ブ
ブ

ラ
ン
チ
）
を
開
設
し
た
。
６
月

に
ブ
カ
シ
県
の
複
合
開
発
地
域

「
デ
ル
タ
マ
ス
」
の
出
張
所
開

設
に
次
い
で
、
国
内
８
カ
所

目
。

　ス
ル
ヤ
チ
プ

タ
工
業
団
地
内

に
進
出
す
る
１

３
５
社
の
中
、

61
社
が
日
系
企

業
。
同
行
の
田

原
敦
社
長
は
あ

「
今
後
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
シ

ス
テ
ム
を
刷
新

す
る
な
ど
、
お

客
様
に
最
適
な

金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い

く
」
と
語
っ

た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
認
可

Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ

　投
資
簡
素
化
目
指
す

　投
資
調
整
庁
（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
）

は
15
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
投

資
許
可
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
と

発
表
し
た
。
投
資
許
可
の
簡
素

化
と
合
理
化
を
目
指
す
。
国
営

ア
ン
タ
ラ
通
信
が
報
じ
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
は

投
資
許
可
の
更
新
や
企
業
の
合

併
、
駐
在
員
事
務
所
の
設
立
な

ど
を
受
け
付
け
る
。
現
地
法
人

を
持
っ
て
い
な
い
企
業
も
利
用

可
能
。
サ
ー
ビ
ス
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
と
英
語
で
提
供
す
る
。

　Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
フ
ラ
ン
キ
ー
・

シ
バ
ラ
ニ
長
官
は
「
こ
れ
か
ら

は
投
資
家
が
我
々
の
事
務
所
に

開
所
式
に
出
席
し
た
田
原
敦
社
長

り
そ
な
プ
ル
ダ
ニ
ア

ス
ル
ヤ
チ
プ
タ
に
出
張
所

国
内
８
カ
所
目

　ル
ピ
ア
の
急
落
に
加
え
、
来
月
か
ら

最
低
賃
金
が
上
昇
し
、
先
月
の
燃
料
値

上
げ
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
も
ま
だ
残

る
。
製
造
業
は
例
年
以
上
の
値
上
げ
や

為
替
へ
の
リ
ス
ク
回
避
が
迫
ら
れ
る
。

                         

（
佐
藤
拓
史
）

ルピア安、日系企業に影響

「値上げ幅、例年より高く」
業
計
画
を
再
考
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　中
小
企
業
連
合
会
（
Ｓ
Ｍ
Ｅ

Ｊ
）
の
白
石
康
信
会
長
は
「
１

次
、
２
次
な
ど
親
会
社
か
ら
委
託

を
受
け
る
中
小
企
業
は
資
材
を
輸

入
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ル
ピ

ア
安
の
し
わ
寄
せ
が
直
接
影
響
す

る
」
と
危
ぐ
す
る
。

　さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
大
半
は

外
貨
建
て
で
資
金
を
調
達
し
て
お

り
、
ル
ピ
ア
安
で
利
益
が
目
減
り

す
る
と
指
摘
。
「
１
９
９
８
年
の

通
貨
危
機
で
は
多
く
の
中
小
企
業

が
撤
退
し
た
。
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
、
ド
ル
建
て

債
務
の
対
策
が
急
務
だ
」
と
述
べ

た
。　イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
資
材
を
調
達

し
、
日
本
へ
輸
出
す
る
企
業
は
ド

ル
に
対
す
る
ル
ピ
ア
安
と
同
時

に
、
円
安
も
進
行
し
て
い
る
た

め
、
ル
ピ
ア
安
の
恩
恵
は
受
け
て

い
な
い
と
い
う
。

　主
に
日
本
向
け
に
輸
出
す
る
家

具
メ
ー
カ
ー
幹
部
に
よ
る
と
、
補

助
金
付
き
燃
料
の
値
上
げ
の
影
響

で
来
年
か
ら
材
料
費
が
値
上
が
り

す
る
。
「
現
状
の
ル
ピ
ア
安
は
材

料
費
の
値
上
げ
で
ほ
ぼ
相
殺
さ
れ

る
。
む
し
ろ
円
安
が
経
営
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

来
る
必
要
は
無
く
な
る
」
と
話

し
た
。

　Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
は
投
資
窓
口
の
一

元
化
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
省
庁
に
あ
っ
た
投
資
認
可

関
連
の
権
限
は
来
年
Ｂ
Ｋ
Ｐ
Ｍ

に
集
約
す
る
。
自
治
体
の
権
限

に
つ
い
て
は
２
０
１
６
年
に
集

約
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。　国

営
石
油
ガ
ス
の
プ
ル
タ
ミ

ナ
は
15
日
、
タ
イ
で
潤
滑
油
の

生
産
を
開
始
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
タ
イ
を
通
じ
て
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ

る
。　イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
潤
滑
油
の

消
費
の
６
割
が
自
動
車
産
業
。

タ
イ
は
自
動
車
の
製
造
業
が
多

い
こ
と
か
ら
、
市
場
規
模
が
大

き
い
。
プ
ル
タ
ミ
ナ
の
リ
フ
キ

ー
・
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

「
タ
イ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
自
動

車
製
造
の
中
心
だ
」
と
述
べ
、

タ
イ
の
自
動
車
製
造
業
向
け
に

潤
滑
油
を
提
供
す
る
。
ま
た
、

「
タ
イ
を
拠
点
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

や
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
市

場
に
入
る
こ
と
が
容
易
に
な

る
」
と
、
タ
イ
進
出
の
意
義
を

語
っ
た
。

　プ
ル
タ
ミ
ナ
の
タ
イ
の
潤
滑

油
の
生
産
量
は
年
間
50
ト
ン
を

予
定
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
潤
滑
油
工
場
の
生
産
量
は

年
間
55
万
ト
ン
。

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
進
出
は
セ
メ
ン
ト

製
造
会
社
の
国
営
セ
メ
ン
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
が
ベ
ト
ナ
ム

で
合
弁
を
組
ん
で
展
開
し
て
い

る
。

10万ルピア札の束を見せるＢＮ
Ｉシャリア銀行の行員＝15日、
アンタラ通信

国
営
石
油
、タ
イ
に
進
出

潤
滑
油
生
産
で
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Ａ
Ｅ
Ｃ
設
立
に
課
題
山
積

ジ
ェ
ト
ロ
講
演
会   

伊
藤
研
究
員
と
松
井
氏
解
説

　東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
が
２
０
１
５
年
内

の
実
現
を
目
指
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
に
つ
い

て
、
日
系
企
業
関
係
者
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ジ

ャ
カ
ル
タ
事
務
所
は
15
日
、
中

央
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
講
演
会
を
開

い
た
。

　ジ
ェ
ト
ロ
・
バ
ン
コ
ク
事
務

所
の
伊
藤
博
敏
主
任
調
査
研
究

員
と
、
ジ
ェ
ト
ロ
中
小
企
業
海

外
展
開
現
地
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
松
井
和
久
氏
が
登
壇

し
、
講
演
に
は
約
50
人
が
集
ま

っ
た
。

　伊
藤
氏
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
設
立
に
向

け
た
取
り
組
み
の
現
状
を
解
説

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む

先
行
加
盟
６
カ
国
は
こ
れ
ま
で

に
99
・
２
％
の
品
目
で
域
内
関

税
を
撤
廃
。
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
４

カ
国
は
15
年
に
域
内
関
税
を
撤

廃
し
、
18
年
ま
で
に
４
カ
国
の

品
目
全
体
の
７
％
を
占
め
る
例

外
品
目
の
撤
廃
を
目
指
す
。

　一
方
、
貿
易
手
続
き
の
簡
略

化
や
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
が
難

航
し
て
い
る
。
通
関
手
続
き
を

電
子
化
し
域
内
で
標
準
化
す
る

計
画
だ
っ
た
が
、
各
国
で
導
入

し
た
専
用
シ
ス
テ
ム
が
計
画
通

り
に
機
能
し
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
と
い
う
。
た
だ
、
関
税
分

類
や
税
率
な
ど
通
関
手
続
き
に

関
す
る
情
報
を
電
子
化
し
て
公

開
す
る
取
り
組
み
に
は
一
定
の

進
展
が
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
含
む
４
カ
国
が
ウ
ェ
ブ
上
で

の
情
報
公
開
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　非
関
税
障
壁
の
撤
廃
に
向
け

て
、
貿
易
制
限
措
置
を
新
た
に

導
入
せ
ず
、
既
存
の
措
置
を
段

階
的
に
撤
廃
す
る
こ
と
が
原
則

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
順
守
す
る
か
は
各
国
の
裁

量
に
委
ね
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

　中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ホ
テ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ｈ
Ｉ
）
前
ロ

ー
タ
リ
ー
か
ら
イ
ス
タ
ナ
（
大

統
領
宮
殿
）
ま
で
の
タ
ム
リ
ン

通
り
と
メ
ダ
ン
・
ム
ル
デ
カ
バ

ラ
ッ
ト
通
り
間
で
17
日
か
ら
二

輪
車
の
通
行
が
終
日
禁
止
に
な

る
の
を
前
に
、
15
日
、
Ｈ
Ｉ
近

く
の
陸
橋
な
ど
に
進
入
禁
止
の

標
識
が
設
け
ら
れ
た
。

　通
行
規
制
は
渋
滞
緩
和
が
目

的
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
政
府

に
よ
る
と
、
来
年
１
月
17
日
ま

で
の
１
カ
月
間
、
試
験
的
に
行

う
。
成
果
が
あ
り
正
式
実
施
さ

れ
れ
ば
、
標
識
の
常
設
も
検
討

　「
私
が
や
め
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

あ
な
た
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
や
め
ら

れ
る
」—

。

　12
日
に
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

こ
う
、
密
造
酒
の
飲
酒
常
習
者
に
呼

び
か
け
た
の
は
ル
ク
マ
ン
・
ハ
キ
ム

さ
ん
（
38
）
。
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ

ヤ
で
、
中
毒
者
を
減
ら
す
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
や
社
会
復
帰
に
向
け
た
教

育
、
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
行
っ
て
い

る
。　薬

物
中
毒
者
の
復
帰
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
イ
ー
ス
ト
・

ジ
ャ
ワ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
（
Ｅ
Ｊ

Ａ
）
の
呼
び
か
け
で
、
元
麻
薬
中
毒

者
ら
が
集
ま
り
、
同
じ
く
麻
薬
や
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
を
助
け
る
活
動
し
て
い
る
。

ル
ク
マ
ン
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人

だ
。　ル

ク
マ
ン
さ
ん
は
１
９
８
７
年
、

ア
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
乱
発

な
ど
、
原
則
に
逆
行
す
る
動
き

も
み
ら
れ
る
。

　サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
投
資
に
つ

い
て
は
、
段
階
的
に
外
資
を
容

認
す
る
比
率
や
分
野
を
拡
大
す

る
計
画
だ
っ
た
が
、
13
年
の
経

済
相
会
議
で
話
し
合
い
が
ま
と

ま
ら
ず
、
目
標
の
設
定
自
体
が

遅
れ
て
い
る
。

　松
井
氏
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
設
立
を
控

え
た
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
経
済

政
策
を
紹
介
し
た
。

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
人
口
と
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
み
た

経
済
規
模
で
域
内
の
約
４
割
を

占
め
て
お
り
、
経
済
の
面
で
も

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
「
盟
主
」
だ
。

松
井
氏
は
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権

が
経
済
政
策
で
「
経
常
赤
字
な

ど
マ
ク
ロ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
ミ
ク
ロ
の
具
体
的
な
改

革
を
優
先
し
て
い
る
」
と
分
析

し
た
。

　海
洋
や
農
業
、
イ
ン
フ
ラ
の

　国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
が
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
難
民
に
関
す
る
報

告
書
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
少
数

派
の
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
族
な
ど
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
目
指
す
多
く

の
難
民
認
定
希
望
者
が
マ
ラ
ッ

カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
を
経

由
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
入
国

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ラ
ン
か
ら

北
ス
マ
ト
ラ
州
メ
ダ
ン
に
渡
る

か
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
か
ら
リ

ア
ウ
諸
島
州
の
バ
タ
ム
か
タ
ン

ジ
ュ
ン
ピ
ナ
ン
に
渡
る
ル
ー
ト

が
一
般
的
で
、
数
人
乗
り
か
ら

数
十
人
乗
り
の
小
型
ボ
ー
ト
で

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
渡
航
す
る
と

い
う
。
ス
マ
ト
ラ
島
か
ら
は
、

陸
路
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
移
動
。

そ
の
後
、
飛
行
機
で
南
ス
ラ
ウ

ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ
ル
や
東
南
ス

ラ
ウ
ェ
シ
州
ク
ン
ダ
リ
に
飛

び
、
両
州
を
起
点
に
ボ
ー
ト
で

豪
州
に
向
か
う
場
合
が
多
い
。

　斡
旋
（
あ
っ
せ
ん
）
業
者
に

支
払
う
手
数
料
の
相
場
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で
の
場
合
、
大

人
が
３
０
０
〜
７
０
０
ド
ル

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
の

場
合
は
同
１
５
０
０
〜
３
千
ド

ル
を
支
払
う
。
子
ど
も
は
半
額

に
な
る
と
い
う
。

　Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
と
今

年
、
11
月
ま
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
難
民
と
し
て
認
定
を
受
け

た
の
は
４
４
５
６
人
で
、
６
３

４
８
人
が
認
定
を
希
望
し
て
い

る
と
い
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

出
身
者
が
最
も
多
く
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ソ
マ
リ

ア
な
ど
が
続
く
。

　ア
ニ
ス
・
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ン
文

化
・
初
等
中
等
教
育
相
は
13

日
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
２
０
１
３
年
度
版
の
教

育
課
程
の
撤
回
に
つ
い
て
、
教

員
の
質
を
向
上
す
る
た
め
研
修

が
必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　今
後
は
、
13
年
度
版
の
導
入

を
研
究
す
る
指
定
校
を
設
け
、

定
期
的
に
教
員
を
集
め
て
教
育

方
法
の
改
善
を
図
る
。

　政
府
は
教
育
課
程
を
06
年
度

版
に
戻
す
こ
と
を
決
定
。
教
育

相
は
、
新
課
程
の
全
国
導
入
に

は
少
な
く
と
も
３
〜
４
年
必
要

と
の
見
方
を
示
し
た
。

す
る
。

　試
験
期
間
中
は
、
モ
ナ
ス
広

場
内
に
二
輪
車
８
千
台
分
の
専

用
駐
車
場
を
設
置
。
Ｈ
Ｉ
ロ
ー

タ
リ
ー
付
近
の
グ
ラ
ン
ド
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
ホ
テ
ル
プ
ル
マ
ン

な
ど
に
も
低
料
金
の
駐
車
場
を

設
け
る
。
二
輪
利
用
者
が
乗
り

換
え
る
た
め
の
無
料
バ
ス
も
用

意
す
る
。

　州
運
輸
局
職
員
と
警
察
官
の

計
56
人
が
常
時
、
Ｈ
Ｉ
前
ロ
ー

タ
リ
ー
や
サ
リ
ナ
デ
パ
ー
ト
前

な
ど
で
交
通
整
備
に
当
た
る
。

同
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
で
は
、
違

法
駐
車
が
横
行
し
て
お
り
、
ア

ホ
ッ
ク
知
事
は
「
今
回
の
二
輪

規
制
で
は
公
認
の
駐
車
場
を
使

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
る
。

     

（
山
本
康
行
、
写
真
も
）

 

難
民
の
多
く
が
海
峡
経
由

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら  

手
数
料
3000
ド
ル
も

元麻薬中毒者ら活動
密造酒、きみもやめよう

リハビリ経験を共有
ま
だ
中
学
生
だ
っ
た
当
時
か
ら
覚
せ

い
剤
と
大
麻
、
密
造
酒
に
手
を
出
し

て
し
ま
っ
た
。
近
所
に
密
造
業
者
が

お
り
、
自
分
の
周
り
が
麻
薬
や
密
造

酒
常
習
者
ば
か
り
と
い
う
環
境
で
育

っ
た
。

　し
か
し
、
社
会
復
帰
支
援
団
体
の

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
最

後
に
は
中
毒
か
ら
抜
け
出
せ
た
。
ル

ク
マ
ン
さ
ん
は
「
も
ち
ろ
ん
誘
惑
に

逆
ら
う
の
は
苦
し
い
。
で
も
こ
こ
の

（
支
援
）
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、
す

ぐ
に
で
も
禁
酒
で
き
る
よ
」
。

　西
ジ
ャ
ワ
州
ガ
ル
ッ
ト
市
と
ス
メ

ダ
ン
市
で
は
今
月
初
め
、
密
造
酒
を

飲
ん
だ
約
１
０
０
人
が
体
調
不
良
を

訴
え
病
院
に
運
ば
れ
、
27
人
が
死
亡

し
た
。
密
造
は
以
前
か
ら
問
題
に
さ

れ
て
い
る
が
、
被
害
拡
大
を
受
け
警

察
が
取
り
締
ま
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
。  

バ
ス
ウ
ェ
イ
で
衝
突

男
性
１
人
が
重
体

ホテルインドネシア（ＨＩ）前ロータリー
付近の陸橋に取り付けられた二輪車通行禁
止の標識

　山梨県人会は11日、南ジャカルタ・ブロックＭにある日本
食レストラン「TOKISHIRAZU」で忘年会を開いた。初参加
者１人を含む13人が集まり交流を深めた＝写真。
　10月４日に100歳を迎えた名誉会長の長田周子さんを囲み
ながら、先月放送されたＮＨＫ特別番組をＤＶＤで鑑賞。長
田さんはインドネシア独立時代に過ごした体験を話し、会員
たちは興味深く聞き入った。
　会員たちが持ち寄った焼酎やみそなどを景品に、はずれな
しのくじ引き大会も開催し盛り上がった。
　また、会員の山口さんが来年からタイに転勤するため、過
去の活動を振り返り温かく送り出した。最後に、赤池会長が
「来年も一緒に、県人会を盛り上げていこう！」と声を上
げ、盛況のうちに幕を閉じた。
　同会は来年２月12日（木）に懇親会を開催予定。随時、会
員を募っている。
　問い合わせは清水さん（メールjump.ei.shimizu@gmail.
com）まで

懇親会

▼山口県人会

　 山 口 県 人 会 は 1 7 日
（水）、午後７時半から南
ジャカルタ・ブロックＭ
にある日本食レストラン
「TOKISHIRAZU」で懇親
会を開く。
　 問 い 合 わ せ は 松 田 さ
ん （ メ ー ル i n d o n e s i a .
yamaguchi@gmail.com）ま
で。
▼山形県人会

　 山 形 県 人 会 は 1 7 日
（水）、午後７時から、南
ジャカルタ・ブロックＭに
ある日本食レストラン「丸
福」で懇親会を開く。参加
費は１人約40万ルピア。
　問い合わせは佐藤さん
（携帯0878・7839・8840、
メールy-sato@maruhide.
co.id）まで。
▼関西学院同窓会

　関西学院同窓会は18日
（木）、午後７時から南ジ
ャカルタ・ウィジャヤにあ
る日本食レストラン「鳥
元」で総会を兼ねた忘年会
を開く。
　問い合わせは坂上さん
（携帯0811・9950・539、
メールksakaue@id.lf.mufg.
jp）まで。
▼酉年会

　酉年生まれの集まり「酉
年会」は20日（土）、午後
６時半から南ジャカルタの
日本食レストラン「穂の
香」で忘年会を開く。
　問い合わせは北川さん
（メールkoshiro.kitagawa@
gmail.com）まで。

募集

▼邦人太極拳グループ

　毎週木曜午前10時半～正
午、南ジャカルタのポンド
ックインダアパート内の
「エアロビルーム」で活動
している。インドネシア人
の太極拳講師が到達度別
に、丁寧に教える。
　会費は１人20万ルピア
（１カ月）。
　問い合わせは山本さん
（携帯081・113・0463、
メールsukasukakodok@
yahoo.co.jp）まで。
▼ジャカルタトライアスロ

ンチーム「チームビンタ

ン」

　スディルマンでのバイク
練習、アパートのプールで
のスイム、ブキットゴルフ
等でのランで合同練習して
いる。各地の大会出場と共
にバリ合宿、プロウスリブ
合宿を企画している。
　初心者から経験者まで
老若男女問わず参加可能。
　定期的な食事会、バーベ
キューも開いている。
　 問 い 合 わ せ は 千 種 さ
ん（メールtatsunes ia@
hotmail.co.jp）まで。
▼ＪＫＴソフトテニス同好

会

　20代～60代までの男女が
所属、東南アジア他国への
遠征や親睦会などのイベン
トを通じて活動している。
　毎週土曜と祭日午前９時
～正午、南ジャカルタ・ス
ナヤンのテニスコートで。
　 問 い 合 わ せ は 藤 原 さ
ん、足立さん（メールjkt_

softtennis_senayan@yahoo.
co.jp）まで。
▼ＪＪＣ女子ゴルフ部

　毎週月曜午前10時～正
午、北ジャカルタのダマ
イ・インダ・ゴルフカント
リー・パンタイ・インダ・
カプックコースでプロコー
チの指導による練習、水曜
日はジャカルタ近郊のゴル
フコースでラウンドをして
いる。
　第２、４月曜日に練習の
見学もできる。
　 問 い 合 わ せ は 大 塚 さ
ん （ 携 帯 0 8 1 1 ・ 9 4 4 ・
2858）、小林さん（同081
1・820・1330、同jjc-w-gol
f@hotmail.co.jp）まで。

▼リコーダーアンサンブル

　 ジ ャ カ ル タ ・ リ コ ー
ダーアンサンブルは21日
（日）、南ジャカルタのブ
ミマス・アパートメント南
棟のファンクションルーム
でクリスマスコンサートを
開く。
　午前10時半に開場、同11
時開演。入場無料。
　４種類のリコーダーを使
いクリスマスソングをアン
サンブル演奏をする。来場
者参加型イベント「みんな
で吹こう」などのコーナー
も用意している。
　「リコーダーを持って集
ろう！　皆さまのお越しを
お待ちしております」
　問い合わせは水野さん
（携帯0853・1079・9038）
か、松浦さん（同0811・
1849・195）まで。

100歳長田さん、独立時代語る   タイ転勤の山口さん送別

◇◇◇山梨県人会忘年会◇◇◇
催し

　県人会や大学、高

校の同窓会、同好会

などの邦人グループの開催告知や報告を

掲載します。件名に「じゃらんじゃらん

掲載希望」と明記の上、下記連絡先まで

情報をお待ちしております。

メール jalanjalan@jkshimbun.com

☎ 021・230・3830 Fax021・230・3831

情報求む

           ●入替戦（１部／２部リーグ）

ジェッツが１部昇格

ジェッツ  ７ — １  パラダイス

（14日の試合結果）

　拓殖大学の福田勝幸理事長は14
日、南ジャカルタ・ラディオダラム
の「寿司天国」で在インドネシアの
拓大卒業生と懇親会を開いた＝写

真。
　30人近くが参加した。海外の学友
会との連携を強化しており、インド
ネシアでの懇親会もその一環。1900

年に台湾を開拓するため、人材育成
機関として開校した拓大だが、現在
は各国に関連団体が広がっている。
　拓大はダルマプルサダ大工学部に
「トレーサー育成コース」を開設。
受講生は工業製品を図として書き出
す（トレース）など実践を積み、製
図技術を身につける場にする。

福田理事長と在イ卒業生交流
拓殖大学の懇親会に約30人

ＨＩロータリー～モナス西側間

あすから二輪通行禁止
１カ月試験、標識を設置

　15
日
午
前
10
時
ご
ろ
、
東
ジ

ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ

の
オ
テ
ィ
ス
タ
通
り
の
交
差
点

で
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
ト
ラ
ン
ス

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
バ
ス
と
衝
突
す

る
事
故
が
起
き
た
。
オ
ー
ト
バ

イ
に
乗
っ
て
い
た
男
性
が
重
傷

を
負
っ
た
。
バ
ス
の
乗
客
に
け

が
は
な
か
っ
た
。

　コ
ン
パ
ス
電
子
版
に
よ
る

と
、
男
性
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ャ
カ

ル
タ
が
走
る
専
用
路
線
バ
ス
ウ

ェ
イ
を
横
断
し
よ
う
と
進
入

し
、
走
っ
て
き
た
バ
ス
と
衝

突
。
数
メ
ー
ト
ル
飛
ば
さ
れ
て

道
路
に
頭
を
打
つ
な
ど
の
重
傷

を
負
っ
た
。

講演する伊藤主任研究員

強
化
を
重
視
し
て
い
る
と
説
明

し
、
39
・
５
兆
ル
ピ
ア
を
投
じ

て
国
内
24
の
港
湾
を
整
備
す
る

「
海
洋
高
速
」
計
画
ほ
か
、
北

ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
ビ
ト
ゥ
ン
港

と
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
タ
ン
ジ
ュ

ン
・
ア
ピ
ア
ピ
港
を
輸
出
入
の

ハ
ブ
と
す
る
構
想
を
紹
介
し

た
。
（
田
村
隼
哉
、
写
真
も
）

　
教
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教
員
の
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必
要

ア
ニ
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育
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